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はじめに

　幼稚園教諭の養成課程における「教育実習指導」

は，幼稚園での教育実習を行うにあたって必要な知

識（実習の意義・目的・内容・方法等）や技能を学

ぶことを目的としている．そして実習終了後には，

実習の反省を具体的に整理した上で，実習生が今後

における自身の課題を明確化することを目指す．

　ただし，限られた「教育実習指導」の時間の中で，

それら全ての知識や技能を身につけることは容易で

はない．現に，これまでの教育実習における評価を

踏まえると，実習日誌の作成や指導計画の立案に課

題を認めざるを得ない．

　特に，指導計画案（以下，指導案と略記）につい

ては，立案する意義や記入方法等は十分に指導され

てきたものの，実際に立案する過程は，実習生個人

に任せられており，提出された指導案を担当教員が

個別に添削する形での指導に留まっていた．そのた

め，指導案についての体系的な指導や，実習生が実

際に記入する経験は乏しい現状であった注 1）．

　そこで，本研究では，「指導計画案の書き方の手

引き」（以下，「手引き」と略記）を作成し，指導案

を立案するための「教育実習指導」において試験的

に「手引き」を使用した結果を検討する．それをも

とに，今後の「教育実習指導」での活用可能性を探

ることを目的とする．なお，本稿の執筆については，

はじめに・1・3・4・おわりにを主として前田が，2・

資料作成を主として上萬が担当した．

1 ．指導計画案を作成する困難さ

　実習生にとっての指導案の困難さについては，す

でに多く指摘されてきた1）2）3）．例えば，森木4）は，

実習生が感じる困難さに関して以下のように整理し

ている．まずは，保育を生み出すためには，必要な

手順を踏まなければならないこと．すなわち，子ど

もの実態を把握し，その姿に沿ったねらいや内容を

定め，それらが具体化する場や方法を考え，保育の

展開をシミュレーションするという一連の手順であ
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る．養成段階にある実習生にとっては，これらの手

順を全て踏むことは非常に困難である．次に，書き

直しを含めて書くことに時間がかかる点である．特

に，書くことが苦手な実習生には，時間をかけて書

いたものに指摘が入り，何度も修正を重ね，さらに

書くことへの苦手意識が芽生えるという，負のスパ

イラルに陥ってしまうのである4）．

　鳥取短期大学における 2 年次 6 月の実習生は，1

年次に教育実習（鳥取短期大学附属こども園）を 1

回，保育実習（学外保育所）を 1 回経験しているも

のの，指導案を作成した経験は乏しく，独力で完成

させるにはかなりの時間を要する．当然のことなが

ら，「教育実習指導」以外に，日常の授業の中で指

導案の作成についての指導は行われているが，教育

実習の事前準備としての指導案を作成するのは「教

育実習指導」においてである．そこで，本授業にお

いて効果的に指導を行い，より質の高い指導案を作

成させるために，「手引き」を作成した．

2 �．「指導計画案の書き方の手引き」作成
にあたって

　保育士または幼稚園教諭を目指す保育学生にとっ

て指導案の作成の上達は必須であり，保育学生に

とって最も苦慮するものである．しかし，現行の教

科書や専門書の間では，具体的な内容で指導案を例

示してあるものは見かけるものの，筆者は実際の指

導案全ての書き方を的確に示したものは見たことが

ない．筆者も保育学生時代，または保育士時代に何

度も書いては教員や先輩保育士に添削を受け，数年

かかってようやく一人前の指導案に仕上がってい

く，という経験をした．また，多くの保育士が同じ

ような経験をしているし，実際の保育現場からも，

「若い人が指導案などの書き物がなかなか書けな

い」，という声をよく聞く．

　そこで，実習生が理解を深めながらより実践的に

優れた指導案が書けるようにしたい，との思いで「手

引き」を作成することにした．

　その中でも最も重要視したのは「子どもの姿」で

ある．指導案を作成する際，本学の指導において今

までは「子どもの姿」を軽視している傾向にあった

と言える．例えば，実習の初日に部分指導等の指導

案を提出する際，「子どもの姿」をよく知らないま

まに活動やねらいを実習生が個人の判断で決め，指

導案を書いて持っていくという形式である．

　しかし，実習中の訪問指導の際に現場からよく聞

かれる声として，「子どもの姿を知らずに指導案を

作成しているため，現在の子どもの遊びの傾向や欲

求の流れなどと噛み合っていない活動及び指導案と

なっている」との指摘を受けることがある．

　実習という短期間の中で子どもの姿を把握する事

はなかなか大変である．子どもの活動は日々の連綿

とした生活の中の歯車のようなものであり，継続的

観察の視点が大切であると考える．また，十把一絡

げに子どもの年齢から想像して指導案を書くのでは

なく，それぞれの園ごとにその姿を把握して指導案

を書くのが本来のあるべき姿である．

　そこで，実習前に子どもの姿を園に確認するなり，

オリエンテーションの際に実際に自分の目で確かめ

るなりするよう指導を加えた．その際に，子どもの

姿を客観的且つ的確に捉えるために保育所保育指

針，幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教育・

保育要領から「内容」の部分を取り出して疑問形式

で提示した．

3 ．「手引き」の試験的運用

　作成した「手引き」を実際に使用しながら指導を

行い，その結果を確認するために，「教育実習指導」

の時間内に実習生に対して「手引き」の説明を行っ

た．指導案の提出期限を 2 週間後とし，それまでに

「手引き」を参考に指導案を完成させるよう指示を

した．実施日時や具体的な指示内容については，以

下の通りである．

（1）実施日時：�平成 29 年 5 月 1 日（月）

（2）対 象 者：�鳥取短期大学幼児教育保育学科 

2 年生（6 月教育実習対象者 48 名）
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（3）指導案の内容に関する指示：

担当予定のクラスで行う部分実習指

導案の作成（内容は自由．時間は

45～60 分．）

（4）指導案の提出期限：平成 29 年 5 月 15 日（月）

　※なお，本授業の担当者は筆者である．

　「手引き」の説明にあたっては，実際の記入例を

見せながら進めた．1 つひとつの項目についての説

明を行った後，演習形式で実際に記入する時間を

とった．手引きの記入は，「子どもの姿」から順を追っ

て空欄を埋めていき，最後にそれを指導案用紙に書

き落とす形となっている（具体的な過程については，

章末資料を参照のこと）．その過程においては，指

導案全体の流れやねらいを常に意識しながら書ける

よう工夫されている．

　さらに，全体的な流れをよりイメージしやすくす

るために，本学科所定の様式で指導案の見本を作成

して配布した．その際，「子どもの活動」の欄では，

主活動には「◎印」，その他の活動には「○印」「・印」

を記入し，全体の構成を明瞭にすることを求めた．

4 ．提出された指導計画案の分析・検討

　実習生から提出された指導案について，その内容

の検討を行った．なお，この検討は，学生への教育

を目的としたものではなく，「手引き」を使用した

指導の課題を導き出す研究の一環として行った．

　「手引き」を作成した意図を踏まえ，3 つの基準

を設定し，それぞれについて 3 段階（A，B，C）

にて評価をした．以下が，今回の評価基準である．

・基準 1：�活動の流れ（特に，子どもの活動）が分

かりやすく，主活動が明確である．

・基準 2：�発達段階に合った内容を選択し，ねらい

を設定している．

・基準 3：�子どもたちの様子を想定し，それに適し

た内容・ねらいとなっている．

・評価 A：概ねできている

・評価 B：不十分である

・評価 C：ほとんどできていない

　上記の基準によって実習生の指導案を評価した結

果を，表 1 に示す．

　上記の結果は，指導案の出来栄えを総合的に評価

したものではなく，あくまで「手引き」の意図・ね

らいの達成度を検証するために評価したものであ

る．そのため，活動内容やねらいの精度は不十分（改

善の余地がある）であっても，「手引き」に沿って

正しく記入がなされていれば，評価 A としている．

（１）　基準 1について

　主活動を中心に指導案全体を構成することができ

ている実習生が多かった．そのため，例年の指導案

に比べ，活動内容が整理された印象がある．

　ただし，導入については課題が多かった．主活動

に入る前に歌や手遊びなどの導入を計画している実

習生が多数だが，主活動にスムーズに移行できる導

入とは言い難いものが散見された．子どもの注意を

惹くだけの単純な導入ではなく，「なぜそのような

導入が必要であるのか」の意味を考え，計画を立て

られるような指導が必要であろう．

（２）　基準 2について

　内容とねらいについては，日頃の学習の成果ある

いはテキストを参照して記入するため，対象年齢の

発達段階を逸脱したものは見られなかった．ただし，

評価 B を受けた実習生については，ねらいが曖昧

であったため再考の必要がある．

　上記の結果を踏まえると，発達段階については，

他のテキストを併用することで十分に対応可能で

あったと考えられる．ただし，ねらいの設定方法に

表 1　基準ごとの評価結果（人数）

評価 A 評価 B 評価 C

基準 1 37 8 2

基準 2 41 6 0

基準 3 33 4 10
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ついては，さらなる指導が必要である．

（３）　基準 3について

　 2 ．において既に述べたように，これまでの指導

案作成に関する指導では，「子どもの姿」を踏まえ

た活動内容やねらいを設定することができにくかっ

た現状がある．そこで，「手引き」説明の際，「子ど

もの姿」を的確に捉えた上で指導案を作成すること

の重要性を強調した．評価 A を受けた実習生は，

子どもたちの様子についての記述と，設定された内

容・ねらいとが繋がりを持ち，子どもたちの現状に

適した内容・ねらいとなっていた．評価 B の実習

生については，子どもたちの様子についての内容が

薄い，あるいは子どもたちの様子と内容・ねらいと

が関連性に乏しい状態であった．評価 C を受けた

実習生は，子どもたちの様子が未記入（実習園で様

子を見ることができなかったこと，何らかの事情に

より子どもたちの様子を想定できなかったことが考

えられる）であった．

　実際に実習生が子どもたちの様子を観察する機会

は限られている．その中で，既有知識を土台として

子どもたちの姿を想像しながら，発達状況に応じた

保育を行うためのねらいを設定しなければならな

い．現場経験の少ない養成段階の実習生にとって難

しいのは当然のことである．それでも，保育者とし

て現場に出る前に，指導案を作成するための感覚・

わざの基礎を身につけることが最低限必要であると

考える．

おわりに

　本研究では，「手引き」を作成し，指導案を立案

するための「教育実習指導」において試験的に「手

引き」を使用した結果を検討した．その結果を踏ま

えれば，「手引き」の内容を吟味し，改訂を重ねる

ことによって，今後の「教育実習指導」においても

活用できる可能性があることが示されたのではない

だろうか．以下，「手引き」の改訂の方向性と今後

の課題を示す．

　まず，「手引き」の説明当日の実習生の様子から

の課題である．当日は，実際の指導案を提示しなが

ら「手引き」を記入するよう指導したが，書き進め

る際にページを頻繁にめくらなければならず，実習

生が混乱してしまっていた．したがって，より単純

な作業で書き進めることができるよう，「手引き」

を改訂する予定である．

　次に，提出された指導案の，立案内容の偏りに関

する課題である．具体的には，制作活動を立案した

実習生が多く，その内容に個性や創意工夫が見られ

るものは極めて少なかった．これは，「手引き」の

内容として組み込むことに限らず，実習生が幅広い

活動内容を想定できるきっかけ作りを「教育実習指

導」の中で行う必要があると考えられる．

　最後に，「手引き」に沿って指導案を完成させた

ものの，立案の根拠を述べることができない実習生

が多かったことも課題である．指導案の個別添削指

導をする際に，「主活動の前にその導入が必要な理

由」，「活動ごとの時間設定の根拠」，「同じゲームを

複数回続ける理由」などを実習生に問い，回答を求

めた．しかし，これらの問いにほとんどの実習生は

答えることができなかった．そのことから，立案の

根拠については実習生が熟考することなく，感覚的

に決めてしまっている現状が明らかとなった．子ど

もに対してどのような願いを持ち，どのようなねら

いのもとに保育をするのか，ということを意識しな

がら指導案を書き進められるような工夫を今後計画

していきたい．

注

１）「教育実習指導」以外の授業においても，保育

士資格関連科目の「保育内容の指導法」や「保育

実習指導」の中で，指導案作成に関する授業は行

われている．あくまで，「教育実習指導」の内容

として行うべき指導の充実が必要であるという立

場から課題を設定した．
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